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１ 監査の対象 

(1) 工 事 名   楽田ふれあいセンター改修工事 

(2) 所管部課   市民部 地域協働課 

(3) 対象年度   令和４年度分 

 

２ 監査の期間 

令和４年11月 11日から令和４年12月 22日 

[本監査実施日 令和４年12月 22日] 

 

３ 監査の場所 

犬山市監査事務局 及び 当該工事現場（犬山市字外屋敷59番 1） 

 

４ 監査の方法 

監査にあたっては、工事の計画、設計、施工及び監理等が適正かつ効率的に行われ

ているかどうかについて、書面監査及び実地監査並びに関係者からの説明聴取によ

り実施した。 

なお、工事の技術面については、工事技術調査業務を協同組合 総合技術士連合へ

委託し実施した。 

 

５ 監査の結果及び意見 

事前に提示された監査対象書類を検分した上で、疑問点を説明者に質問し、当該

工事の計画、調査、設計、監理(監督)等の各段階における技術的事項の実施状況に

ついて監査した結果、概ね適正に執行されていると認められた。 

詳細については、協同組合 総合技術士連合からの「工事技術調査結果報告書」の

とおりであるが、所管課は報告書で指摘された点に留意するとともに、改めて全体

的な確認を行い、当該工事関係業務を適正かつ効率的に執行されたい。 
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１．監査の概要 

 

１-１ 技術調査対象工事名 

  楽田ふれあいセンター改修工事 
 

１-２ 調査実施日 

  令和４年12月 22日（木） 午前 入札・契約書類ほか関係書類閲覧 

                                    設計・工事内容についての質疑応答等               

               午後 工事現場調査（書類調査、質疑応答） 

                  調査まとめ、講評 

１-３ 調査場所 

  犬山市役所監査事務局及び上記の工事現場 
 

１-４ 技術調査業務（報告書共）実施技術士 

  協同組合 総合技術士連合   高幣 喜文 

                 技術士（建設部門） 

１-５ 事業の目的 

楽田出張所及び消防団車庫の老朽化が著しいため、楽田ふれあいセンターの一部を

増築・改修し、出張所機能を移設し、敷地内に消防団車庫を移設することで、施設の

複合化を図り、ふれあいセンターとしての利便性の向上を図ることを目的としている。 

 

２．工事の概要 

 

１） 工 事 名 称：楽田ふれあいセンター改修工事   

２） 工 事 場 所：犬山市字外屋敷 59 番地 1 

３） 委託設計業者：株式会社 Y.加藤建築設計事務所 

４） 工事請負業者：株式会社 シンエイライフ 

            代表取締役社長 田中 孝昌 

           所 在 地 犬山市大字上野字米野 1152 番地 2  

 

 詳細は「Ⅱ質疑応答結果」1.工事概要に記載 
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I  所 見 

１．総括的所見 

調査に際しては、事前に技術調査計画書を作成し、調査当日までにその計

画書に示した質問事項に対して担当部署から回答を頂いた。調査当日までの

質疑は 3 回行っており、調査当日は主に第 3 回目の質疑に対して準備され

ている諸資料に基づき回答を頂いた。 

工事関係書類は必要にして十分であり、かつ良く整理されているものと判

断された。当工事の計画・設計・積算・契約・施工計画・施工の各段階にお

ける技術的事項の実施態様について吟味した。その結果は、総括的には良好

であると判断した。 

各調査段階の調査結果と事業のフォローアップに関しての所見を取り纏
まと

めて以下に示す。今後の業務改善の参考として頂ければ幸いである。 

尚、技術調査計画に示した質問に対する担当者からの回答を、調査報告書

の一部（II 質疑応答結果）として添付する。これらの質問と回答は、調査の

具体的な質疑応答内容を示す調査結果である。 

 

２．各段階の調査結果と所見 

１）計画について 

犬山市の課題は、人口減少に対応する「まちづくり」とのことであった。

全域での人口減少に対応するための施策として、コンパクトシティを目指し

ており、コンパクト＆ネットワークに向けた取り組みが急務となっている。

市としてはまちづくりの主役は市民として、市民が主体的に行動し市民同士

の協力と支え合いによるまちづくりを進めることを主な方針としていた。コ

ンパクトシティを市民と共に達成するには、市民が協力し合える場を提供で

きることであり、地域毎の拠点整備が主要な施策となっている。 

犬山市は町村合併の名残で、市街化区域が分断されるなど地域特性が異

なる。今回の工事個所である楽田地域は、市の南端部に位置して工業や住宅

団地などが多い地域である。楽田地区においても人口減少が顕著になってき

ており、市街化区域では空地利活用や未接道地の解消などの取組が必要とな

ってきている。市街化調整区域では集落の維持、インフラ・公共施設の維持

管理コスト軽減などが課題となっているとのことであった。 

楽田出張所は同地区の拠点及び消防団車庫として昭和 54 年に建設され

たが、老朽化と交通事情の変化に伴い、何等かの対応が迫られていた。楽田

ふれあいセンターは同上出張所から南に 400m 程度の位置にあり、比較的

敷地の余裕もあることから、アンケート調査等から同センターに移転するこ
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とが決せられた。同センターは地域づくりの活動主体となっているコミュニ

ティ推進協議会の活動拠点として利用されているとのことであった。 

消防団活動は地域の防災活動の主体となる組織であるが、近年応募者が

減少しており、活動の活性化が喫緊の課題となっている。コミュニティ推進

協議会の活動の中には自主防災・防犯活動が掲げられており、これ等の活動

は消防団活動と同種の活動と考えられる。役所の出張所機能や消防団活動の

場をこのコミュニティ推進協議会の活動の場と一緒にすることは、相乗効果

が大いに期待できる拠点づくり計画であると判断した。 

近年多くの公共施設は、老朽化やニーズの変化等で増改築されることが

多い。事業の計画に当たっては、旧施設の老朽度調査や増改築設計のための

事前調査が実施される。しかしこの事前調査の不備によって、設計や施工段

階でトラブルを起こす事例が散見される。事前調査の多くの不備は、事業予

算や工期に影響を与えることなく関係者の努力で解決される。しかし、中に

は予算や工期の大幅な変更を迫られ、事業計画の見直しをせざるを得ない事

態に発展することがある。杜撰
ず さ ん

な事前調査によるトラブルで、住民監査請求

が提示される事例もある。特に、地盤調査の不備による障害物発生等による

計画変更が多い。 

本事業は小規模な増改築であるため、地盤調査の不備によるトラブル要

因は少ないと思われるが、今後、他事業の計画に際しては事前調査を徹底さ

れることを期待したい。 

 

２）設計について 

当市は国宝犬山城等の歴史遺産も多く、近年観光客も増加している。まち

の将来像としては観光立市的な側面での発展も期待されているとのことで

あった。街の将来像を見据えたまちづくりが期待されるところであるが、ど

のようなまちとなることを目指しているのか不明確であった。今後出来るだ

け具体的なまちの有り様を住民参加で模索し、全市あげてのまちづくりを推

進されたい。 

公共施設の計画に際しては、「まちのたたずまい」を構成する中核的な建

造物となることを意識した設計が求められる。本件事業は既設の施設の増築

と改修工事であるため、「まちのたたずまい」創りの設計までは期待できな

い。しかし、今後の事業計画に際してはどのような街並みにしたいのかを皆

で討議して、その結果を設計に反映させるような施策が期待される。 

今回の増改築部は既設部分の意匠に合わせる設計となっていた。既設部分

と増築部分はエキスパンションジョイントで繋がっているが、その間隔と漏

水対策を確認した。地震時の相互の揺れを考慮して、約 100mm の間隔を採
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っていた。地震以外に交通振動や風等で建物は常に揺れ動いている。このた

め、エキスパンションジョイント部の漏水納まりは要注意の設計対象となる。

エキスパンションジョイント部の詳細設計は今後検討するとのことであっ

たが、シール材の劣化にも配慮した漏水対策設計を期待している。 

当地は比較的良好な地盤であり、敷地地盤の支持層は比較的浅い位置にあ

る。このため増築部の基礎設計では、支持層まではドライソイルパイル

（DSP）工法地業としていた。１階床は土間コンクリート設計となっており、

土間部分と基礎の支持形式が異なることになる。土間コンクリートと基礎と

の取り合い部にはさし筋が配置されていた。どの程度慎重な検討がなされた

上での設計となっているか懸念された。基礎と土間コンクリートの設計方法

については３種類の考え方（図１参照）がある。A は意識的に土間コンクリ

ート端部を構造躯体（地中梁）に載せ、１階の床荷重の一部を構造躯体で支

持させる方法であり、構造躯体への負担割合に応じた端部補強が必要である。

B は構造躯体に一部負担となるため、地耐力の余裕度合いや下部地盤の沈下

の可否等の状況に応じた端部補強が必要となる。C は完全に土間コンクリー

ト下部の地耐力に期待するため、余裕があればメッシュ筋程度でよい。余裕

がない場合は確
しっか

りした配筋が必要となる。今後の詳細設計の参考とされたい。 

 

 

図１ 構造躯体と土間コンクリートとの取り合い部の設計法 

 

外壁の仕上げには１階部分で小口タイル仕上げが採用されていた。タイル

仕上げは剥離や剥落事故による訴訟事例も報告されており、慎重な設計・施
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工が必要である。タイル外壁下部を利用者が通行するような設計に際しては、

特に注意が必要である。今後の施工品質の監理の重要なポイントとなるので、

施工時には品質管理項目と管理基準を明確にした監督を心がけたい。 

 

３）積算について 

数量の拾い出しは設計事務所提出の設計書に依っており、その妥当性は担

当者が図面と照合し異常がないかチェックしているとのことであった。チェ

ック手法は特に独自のものは無いようであるが、今後同じような建物事例を

分析して、数量チェックの妥当性を評価する仕組みを研究されたい。 

単価は建設物価等の刊行物を参考にして決定したが、最初の入札が不調と

なっていた。このため、入札参加者への聞き取りなどに基づき約２割程度を

上乗せした予定価格で第２回目の入札を行なっていた。昨今の建設業界の社

会的情勢や物価上昇圧力等も考慮した積算法の工夫が必要である。数量自体

はそれ程間違うことはないと感じるが、単価の設定が非常に重要となる。単

に公表されている物価版からの情報のみでなく、業者から提出される内訳書

等を常に分析し、適正価格把握に努力する必要がある。 

 

４）契約について 

入札は３者が参加して実施されており、最低価格を投じた業者が選定され

ていた。落札率は 92.５％となっており、再入札であるが落札率から推測す

る限りにおいて、競争原理が働いた契約がなされているものと判断した。 

国土交通省は公共工事の入札に際しては、内訳表を求めることを推奨して

いる。各業者が提示する詳細な内訳表を比較分析することで、現況の単価情

報を把握することができる。今後、工事の規模によっては入札参加者から詳

細な内訳書を求める方向で契約する方法を検討されたい。競争原理が働いた

直近のコスト情報の把握と共有により、公共工事ができるだけ適正な契約と

なることを願っている。 

 

５）施工計画について 

監督官として重視する品質管理の優先順位は、基礎や躯体の構造に関わる

工種及び仕上げと屋根板金としていた。基礎や躯体工事では鉄筋と鉄骨の品

質を重視していた。作業所長として重視する品質は、増築部の雨仕舞い、構

造、仕上げの順となっていたが、増改築部の取り合い部の雨仕舞いは今後の

漏水事故防止のために重要な品質管理項目である。具体的な施工図は今後作

成されるとのことであったが、監督者としてその設計施工に留意していく必

要がある。 
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尚、管理の優先順位としては、設計の特性をよく把握した妥当な順序であ

るが、発注者の強い意思が施工計画書に反映するように指導していくことが

肝要である。請負業者の施工計画書作成に際しては、発注者（監督官）の管

理方針、管理項目、管理基準等の具体的な内容を事前に提示し、施行計画書

に反映するように強いリーダーシップで指導する習慣を付ける必要がある。 

 

６）施工について 

工事はまだ初期段階であり、調査時点では基礎（地中梁）が完成していた。

土間コンクリートは調査時には施工されていなかったため、今後の土間コン

クリートの配筋は図１等を参考に検討されたい。 

施工報告書等の記録も DSP 工法の施工記録のみとのことであったが、

DSP の品質管理資料としてはテストピースによる試験結果が出ているとの

ことであった。DSP 工法の特記仕様書によると、管理試験はコラム 100 本

を 1 単位（端数切り上げ）として、1 単位毎に１ヶ所以上施工後にコラムよ

りコア採取（１ヶ所３検体）し、長期許容支持力を有することを確認するこ

とになっている。DSP 工法のような現場での施工の巧拙が出来上がった製

品の品質を左右するような工種では、施工途中の管理資料（場合によっては

原位置試験結果）が重要である。工事監理は委託しているとのことであった

が、監督者は特記仕様書通りの監理がなされていない場合は、監理者に注意

喚起をしていく必要がある。横浜の傾斜マンション事故（一部の杭が支持層

に未到達）等の基礎に関係する訴訟事件がよく報道されている。竣工後は確

認できない施工や監理の瑕疵は一度事件化すると、公共工事では住民監査請

求等のトラブルの要因となる。地盤を相手にする基礎工事を行う際は、その

工法の特徴を把握した品質管理が必要である。 

安全管理については、作業区域と施設の利用者を分離すべく、仮囲いに注

力しており、第三者安全を重視した管理がなされていた。今後、鉄骨建て方

や庇工事の改修工事、床仕上げの改修等施設利用者と工事作業が錯綜する工

事が始まるが第三者安全には十分配慮した監督をなされたい。 

 

７）フォローアップについて 

公共工事の計画から施工に至る各事業段階については、関係者は非常に

熱心に注意深い事業推進を図る。しかし、竣工後の事業の投資効果について、

徹底してフォローアップされることは少ない。本事業はコンパクトシティー

を目指す地域の拠点整備のモデルとして期待されており、その効果把握が非

常に重要である。 

拠点づくりの効果は利用率で判断しており、同地区は 77.５％となってい
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た。他地域に比べると決して低くないが、今後他地区のモデルとなることを

期待される施設であることを考えると、その効果を確実なものにしていく必

要がある。利用率が高くなることは事業効果の判断指標とはなるが、その利

用のされ方が重要である。利用内容を分析し、本来の狙いである市民主役の

まちづくりとなっているかを評価できる指標を工夫する必要がある。 

また、事業の効果アップのためには、ハードの整備だけで達成されるもの

でなく、企画や運用等のソフトの充実がより重要となる。今後、ソフトの充

実と共にその効果把握の指標をどのようにしていくか、関係者で創意工夫す

ることを期待したい。 
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II  質疑応答結果 

工事説明者 

  各施設の担当者により説明 

  センター改修(地域協働課(発注課))、楽田出張所(市民課)、消防団分団 

車庫(消防総務課)、工事詳細(都市計画課(監督職員)) 

１．工事概要 

１） 工 事 名 称：楽田ふれあいセンター改修工事   

２） 工 事 場 所：犬山市字外屋敷 59 番地 1 

３） 委託設計業者：株式会社 Y.加藤建築設計事務所 

４） 工事請負業者：株式会社 シンエイライフ 

           代表取締役社長 田中 孝昌 

          所 在 地 犬山市大字上野字米野 1152 番地 2  

５） 事業費 

設 計 金 額：   106,200,600 円 

予 定 価 格：   106,200,600 円 

最低制限価格：    84,953,000 円 

契 約 金 額：       98,230,000 円 

落 札 率：      92.5％ 

６） 財源 

    予算額：      106,202,000 円 

    内 訳：市費      26,002,000 円 

         起債      80,200,000 円 

７） 工期：令和 4 年 7 月 29 日から令和 5 年 5 月 31 日まで 

８） 工事概要 

・全体敷地面積：4134.24 ㎡ 

【楽田ふれあいセンター（用途：公民館）1 棟】 

・（増築）楽田出張所（事務所） 

鉄骨造 2 階建 建築面積 25.19 ㎡ 延床面積 47.94 ㎡ 

・（改修）既存楽田ふれあいセンター 

鉄骨造 2 階建 建築面積 1119.71 ㎡ 延べ面積 1473.15 ㎡ 

・最高高さ 10.107ｍ 

・仕上げ等 屋根：着色ガルバリウム鋼板、外壁 1 階：磁器質小口タイル張

り、外壁 2 階：ＡＬＣ版 
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【消防団第５分団車庫等（用途：車庫）1 棟】 

・（新築）鉄骨造 2 階建 建築面積 39.11 ㎡ 延床面積 60.36 ㎡  

・最高高さ 8.05ｍ 

・仕上げ等 屋根：着色ガルバリウム鋼板、外壁 1 階：ALC 版ｔ＝100 下

地・吹付タイル、着色ガルバリウム鋼板角スパンドレル張 

【防災倉庫（用途：倉庫）1 棟】 

・（新築）鋼板製 1 階建 建築面積 53.53 ㎡ 延床面積 53.53 ㎡ 

・最高高さ 2.96ｍ 

【自転車置場 1 棟】 

・（移設）自転車置場 鉄骨造 建築面積 5.5 ㎡ 延床面積 5.5 ㎡ 

・最高高さ 2.27ｍ 

【既設倉庫 1 棟・既設自動車置場 1 棟】 

（解体）倉庫 ＲＣ造 建築面積 40.42 ㎡ 延床面積 40.42 ㎡ 

・最高高さ 2.0ｍ 

（解体）自転車置場 鉄骨造 建築面積 26.79 ㎡ 延床面積 26.79 ㎡ 

・最高高さ 3.5ｍ 

 

９） 工事進捗状況 

令和 4 年 11 月 25 日現在 進捗率 6.5％ 

天候や工事の順番に関する調整のため遅れていますが、工期には影響

なし。 

 

２．書類調査 

2.1 着工前書類の調査 

（１） 計画について 

① 旧楽田出張所及び消防団車庫の位置変更による課題等があれば示して

下さい。 

・旧楽田出張所は、明治からの楽田村役場の場所に昭和５４年に建て替

えたものです。 

長年親しまれた場所が変わることで、地域の皆さんへの周知を徹底   

する必要があると考えています。 

（第 2 回目質問） 

1) 元の場所との位置関係を教えて下さい。 

・旧楽田出張所及び消防団車庫は、名鉄楽田駅の西側、楽田ふれあ

いセンターから、県道沿いに北へ 400ｍ程の位置になります。 
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2) 今までの利用者にとって不便になることはないですか。 

・旧楽田出張所の利用者にアンケートを取ったところ、楽田ふれあ

いセンターに移転することは、80.9％の人が使いやすくなると回

答しています。その多くは、駐車場の利用のしやすさが挙げられ

ています。 

3) 具体的な周知の方法をお示し下さい。 

  ・旧楽田出張所利用者へのチラシの配布、楽田地区町会長会での周

知、犬山市役所ホームページ、市広報での周知等を考えています。 

 

② 楽田ふれあいセンターの改修前の施設の課題（主に各施設の利用状況等

ソフト面での課題）を教えて下さい。また、今回の計画で上記課題への対

応状況を説明して下さい。 

・ 令和３年度楽田出張所来所者数 9,671 人 

楽田地域における市役所としての役割を果たすことができるよう、

関係課と調整しながらできる限り出張所で受付ができる業務を拡大

してきました。市民課以外に１０課の手続きや地区町会長会・社会福

祉協議会事務局等も担っています。 

移転後も現在の業務を継続して実施していきます。 

（第 2回目質問） 

1) 楽田地域の住民規模と利用者率の関係 

・楽田地区の人口 12,485 人 

        令和３年度楽田出張所来所者数 9,671 人 利用率 77.5%  

人口は令和４年 10 月末現在の数、来所者数は複数回利用した人、

市外の人も含んでいます。 

2) 他地域との比較（利用率）等の活用評価結果を教えて下さい。 

  ・羽黒地区の人口 14,638 人 

     令和３年度羽黒出張所来所者数 10,178 人 利用率 69.5%  

   城東地区の人口 13,374 人 

     令和３年度城東出張所来所者数 6,367 人 利用率 41.4%  

   池野地区の人口  1,306 人 

     令和３年度池野出張所来所者数 1,047 人 利用率 80.1%  

人口は令和４年 10 月末現在の数、来所者数は複数回利用した人、

市外の人も含んでいます。 

3) 市民の自治の対する貴市の方針や具体策をお示し下さい。 

・まちづくりの主役は市民であり、市民が主体的に行動し、地域

の人 たちとふれあい、つながりを深め互いに協力し、支え合う
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ことができるまちづくりを進めていくとして、「犬山市第５次総

合計画 改訂版」(2017～2022)を策定しています。同総合計画

では、まちづくりを推進する上での決意として、市民と行政が

共有する“まちづくり宣言”が定められています。 

（第 3回目質問） 

1) 貴市はどのようなまちとなることを目指していますか、できるだ 

け具体的に示して下さい。（現状の町の主な収入源、観光・商業・ 

工業等の将来の都市像？） 

・犬山市は町村合併の名残で、市街化区域が分断されるなど地域

特性が異なっています。今回の工事個所である楽田地域は、犬

山市の南端部に位置して工業や住宅団地などが多くなっていま

す。今後は、本施設は周辺の道路整備を行いながら、鉄道駅と

ともに地域の拠点となるまちづくりを進めていきます。 

2) 目指すまちづくりのための課題を示して下さい。 

・楽田地区においても人口減少が顕著になってきており、犬山市 

全域で人口減少に対応するコンパクト＆ネットワークに向け 

た取り組みが急務となっています。そこで、市街化区域では空

地利活用や未接道地の解消などの取組が必要となってきており、

市街化調整区域では集落の維持、インフラ・公共施設の維持管

理コスト軽減などが課題となっています。 

 

③ 設計に反映させるために事前調査したハード面の内容（例えば：雨漏り 

等の有無や老朽箇所・程度・改修範囲や内容等）とその調査結果の計画へ 

の反映状況（例えば：主な部屋毎に新旧仕上げや設備の変更や更新があれ 

ばその状況）を一覧にしてご説明下さい。 

・旧楽田出張所は、昭和５４年に建設され、雨漏り等施設の老朽化への 

対応や隣接する道路の交通量増加による駐車場への出入り対策が課

題となっています。 

また、消防団車庫は、隣接道路が狭いこと。前面道路の交通量が多く、

特に北方向に出にくいこと。車庫が狭いことなどが課題となってい

ます。移転により、兼用にはなりますが大幅に駐車台数が増加すると

ともに、交通量の多い交差点から離れるため、駐車場へ出入りがしや

すくなります。 

営業時間や利用目的の異なる出張所、消防団車庫がふれあいセンタ

ーと統合するため、利用者の利便性、個人情報や建物の安全管理、

消防団ポンプ車の安全な出入りを考慮し、センターの管理・運営に
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携わっている楽田地区コミュニティ推進協議会と協議した結果、出

張所、消防団車庫の配置や出張所の出入口等を決定しました。 

（第 2 回目質問） 

1) 消防団車庫と本件建物の位置関係や動線検討図等があれば関係を

示して、説明して下さい。 

・初期段階では、センター駐車場北側付近で、検討を進めようとして

いましたが、消防団ポンプ車の安全な出入りを考慮し、現計画場所

に決定しています。 

（第 3 回目質問） 

1) 調査当日に図面等でご説明下さい。 

・調査当日図面で説明します。 

2) 決定した場所の運営上の課題があれば示して下さい。 

・消防団車庫は、周囲をフェンスで囲い、ふれあいセンター敷地内 

ではありますが、動線も分けており、２４時間無人で施錠をして 

運営をする建物です。 

3) 楽田地区コミュニティ推進協議会とはどのような会ですか、狙いと   

メンバーの属性や活動概要をご説明下さい。 

    ・「コミュニティ推進協議会」は、自らが住む地域を自らがより良く

していく住民組織として、一定の広い範囲で人材や資金などの地域

資源を集約した、地域づくり活動の中核となる組織です。 

市内には、10 の小学校のうち６つの小学校区で同協議会が設立さ  

れており、当該協議会は楽田地区のメンバーを中心に構成されてい

ます。 

－主な活動例－ 

・住民の交流や連帯を深めるための文化活動、スポーツ交流会 

・地域の清掃活動、歴史、自然を生かした地域資源の整備活動 

・高齢化対策としての健康づくり、買い物支援 

・自主防災・防犯活動 

（第 3 回目質問） 

1) 上記のような活動を進めていく上での課題があれば示して下さい。 

・当該協議会については、これまでの住民交流を主眼とした活動か 

ら、買い物支援や子ども食堂、高齢者のサロンなど地域の支え合 

いに向けた取り組みを新たに始めており、その展開をいかに進め 

ていくかが課題となっています。 

2) 活動経費や負担者は？ 

     ・活動経費については、楽田地区の住民１世帯当たり、年間 300 円 
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の会費と、市からの助成金や地元企業からの寄付金などを活用し 

ています。 

④ 旧施設の耐震診断等の安全性を検討していれば、その内容を示して下さ 

い。 

・旧楽田出張所及び消防団車庫の建物は昭和５４年に建設され、平成１

８年に耐震診断をしたところ、改修の必要なしとの判断が出ています。 

 

⑤ 市民からの要望や議会の指摘・審議事項と今回の事業計画への反映状況 

を示して下さい。 

・出張所利用者に行ったアンケートでは、駐車場が狭く、通行量の多い

交差点に面しているので車の出入りが難しいとの意見が多く寄せられ

ており、今回の移転により解消できると考えています。 

また、楽田地区町会長からのふれあいセンターへの移転についてのアン 

ケートでは、「やむを得ない」との回答が６３．５％となっています。 

  なお、楽田地区コミュニティ推進協議会とも協議を重ね、出来る限り 

事業計画へ反映をするように進めてきました。 

＜事業計画への反映＞ 

楽田出張所：ふれあいセンターとは出入口を別にし、両施設間を区分す

ることで、個人情報等の保護・管理を徹底するようにした。 

また、ふれあいセンターと駐車場を共有することで、駐車 

場不足の対策をした。 

  消防団車庫：消防団車庫の敷地は、フェンス等で仕切り、区分すること

で子供との接触事故が起きないよう配慮した。また、注意

喚起の設備（看板、回転灯等）の整備や段差舗装等の消防

車飛び出し防止措置等を設置し安全対策を徹底した。 

 

（第 2回目質問） 

1) 消防団車庫の活動状況の概要（管理形態や車の種類や出入りの頻 

度等）をご説明下さい。 

・２４時間無人で火災時や訓練等必要時に集まる施設です。 

車の種類は、ダブルキャブ型ホイールベース２ｍ以上消防ポンプ

車で、月２回程度訓練等で出入りと災害時の出動をしています。 

（第 3回目質問） 

1) 消防団活動の意義や課題があれば示して下さい。 

・地域における消防防災リーダーとして、平常時・非常時を問わず 

その地域に密着し、住民の安心と安全を守るという重要な役割を 
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担っています。また、課題として、消防団員の担い手不足が挙げ 

られます。 

2) 車庫のリスク予測をしていれば説明して下さい。 

・上記にも記載していますが、ふれあいセンターは子供たちの出入

りがある施設のため、接触事故などを想定しています。 

 

⑥ 予算計上部署として施工に際して重視する管理項目（品質・コスト・工 

期・安全・環境等で最も重視している管理項目と具体的目標） 

・既存の建物のイメージを壊さないように配慮するとともに、限られた 

スペースの中でお客様の待合スペースと事務スペースを確保できる 

ような工夫とコストを抑えるためのシンプルな構成、お客様や職員の

安全性を確保できるよう、設計士、建築会社と協議しながら進めてき

ました。 

（第 2 回目質問） 

1) お客様や職員の安全性を重視していますが、どのような危険予想を 

していますか？ 

・子供等が前面道路や駐車場進入路へ直接飛び出すことを想定し、 

出入口の外側に壁を設置することで導線を制限することや自動ド 

アを触れることで開閉するものにしています。 

高齢者や体の不自由な人の転倒防止のため、段差をできるだけ少

なくしています。 

強盗・暴漢の侵入を想定し、事務室と待合ロビーの間に片開き扉

を設置し、事務室裏側からセンター内に入れるドアを設置してい

ます。 

2) 設計士、建築会社との具体的な協議内容・結果（例えば複数案の検 

討内容等）の概要を示して下さい。 

・職員の安全確保のため事務室裏側からセンター内に入れるドアの  

設置や北西側のお客様出入口の防風対策として壁を設置 

現在は、関係課である地域協働課、消防総務課、市民課、設計士、

建築会社が毎週１回打合せをしながら工事を進めています。 
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⑦ 事業の予算構成（一般財源や補助内訳等の予算上の比率）及び今回の事 

業の費用対効果（イニシャルコスト及びランニングコストも考慮した効果） 

・予算 楽田ふれあいセンター維持補修工事請負費 14,741 千円 

      楽田出張所整備工事請負費         44,817 千円 

          ５分団車庫建築工事請負費          46,644 千円 

           合   計                 106,202 千円 

                        (一般財源 100％) 

     費用対効果については、楽田ふれあいセンターと出張所の施設設備

の委託契約を一括して行うことでランニングコストを抑制。 

（第 2 回目質問） 

1) 委託契約の内容（契約相手並びに業務内容等）と具体的なコスト削 

減数値をお示し下さい。 

・契約会社 東濃建物管理株式会社 

（契約は令和５年５月末まで ６月以降は入札予定） 

・警備委託       単独 センター316,800 円 一括 316,800 円 

 出張所   316,800 円  

合計  633,600 円   削減 316,800 円 

・消防設備点検委託 単独 センター226,600 円  一括 341,000 円 

出張所  165,000 円  

         合計   391,600 円  削減  50,600 円 

・自動ドア点検委託 単独 センター79,200 円 一括 125,400 円 

        出張所   66,000 円 

                    合計   145,200 円  削減 19,800 円 

⑧ 事前協議：（ユーザー等の関係部署、周辺住民、工事に際して事前協議 

を必要とする部署との調整概要） 

・犬山市のファシリティマネジメント事業の観点から施設の統合（複合 

化）が必要と判断し、楽田地区の様々な施設との統合を検討した結果、 

利用者の利便性・安全確保等の点から楽田ふれあいセンターとの統合 

を有力な候補地とし、出張所利用者や楽田地区町会長にアンケートを 

行いました。また、楽田地区コミュニティ推進協議会と協議を行った 

うえ、現在の計画に至っています。 

    工事実施にあたっては、近隣住民等への周知を行いました。 

 

（第 2 回目質問） 

1) アンケート内容と要望事項の概要と計画への反映状況をご説明下さ 

い。 
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・（アンケート内容） 

ふれあいセンターは、子どもの利用が多く、出張所利用者が騒音と

感じるのでは。 

ふれあいセンターを貸し切りで利用した場合、出張所機能に支障が

生じるのでは。 

出張所の扱う個人情報が心配 

（反映状況） 

出入口を分けて両施設を壁で仕切ることで、各々の機能を確保して

います。 

 

 

（２） 設計について 

① コンセプト（意匠上のコンセプト、その他設計上の基本方針を示して下 

さい。） 

   ・外観について既設の楽田ふれあいセンターに違和感が生じないよう、      

デザイン、色、形を揃えることをコンセプトに設計しています。 

（第 2 回目質問） 

1) 犬山市の景観に対する基本方針や具体的施策を示して下さい。 

・当該地は犬山市景観計画の中で、市街地ゾーンに位置付けられて 

います。市街地ゾーンのルール（屋根や外壁については、彩度を 

抑えるなど して落ち着いた色を用い、周囲の景観との調和に配 

慮する。仕上げ材は耐久性や対汚性に優れたものを用いる。など） 

に適合する計画としています。添付① 

（第 3 回目質問） 

1) 景観計画推進上の課題があれば示して下さい。 

・景観計画における景観づくりのルールは法的な強制力は無く、

規模の小さい建築物は届出対象外となる場合もあることから、

周囲の景観に調和しない建築物が建築される場合があります。 

2) ふれあいセンターの設計に対する市民の評価（良い点や欠点等）を 

聞かせて下さい。 

・当該改修工事の設計は、設計段階から楽田地区コミュニティ推進 

協議会と協議を重ね、できる限り意見を反映させる形で進めてお 

り、設計内容については、理解をいただきながら計画をしました。 

 

② 配置や平面計画（移設機能の配置場所等の採用案の決定経緯と決定理由 

を説明して下さい） 
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  ・営業時間や利用目的の異なるセンターと出張所の利用者の利便性や  

個人情報等の保全等や消防団ポンプ車の出入りの際の安全確保等を

考慮し、現在の配置としました。 

（第 2 回目質問） 

1) 配置案が複数案挙がっていたとした場合、各案と今回の計画案に決 

まった理由を具体的に説明して下さい。 

・楽田出張所をセンター内に設置する案もありましたが、利用者の

利便性や個人情報の保全等を考慮し、出入口を完全に分離した。 

消防団車庫をセンター駐車場北側にする案がありましたが、消防

団ポンプ車の出入りの際の安全確保等を考慮し、現在の配置とし

ました。 

（第 3 回目質問） 

1) 各案の長短比較した資料があれば示して下さい。 

    ・楽田出張所の前案は別添のとおりです。出張所利用者、楽田地区

町長からのアンケートや各関係との協議を踏まえ、現在の案にな

りました。添付⑩ 

 

③ 設計根拠または準拠指針（建築基準法他関係する法規制と準拠した指針 

類を記入して下さい） 

  ・建築基準法、消防法、建設リサイクル法 

公共建築工事標準仕様書、公共建築改修工事標準仕様書、建築物解体     

工事共通仕様書 

 

④ 図面の整備状況（計画図面、構造図面、設備図面等外注した設計図書の 

妥当性の評価法とその判断根拠を記入して下さい：誰が主になってチェッ 

クしましたか？また、新旧建物の雨仕舞い対策等重要な納め方について説 

明して下さい） 

  ・一級建築士が所属する設計事務所に業務委託し、その成果について、   

   上記法令や仕様書を基に、設計者へ内容の確認を取りながら確認の上、   

   市監督職員にてチェックを行いました。また、法令への適合性につい

ては令和４年１月５日付けで建築基準法に基づく確認済証の交付を

受けています。 

新旧建物の雨仕舞については、変位追随性のある材料（ガルバニウム 

鋼鈑など）で納めることを予定していますが、今後、施工図により詳 

細を確認し施工する予定です。 
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（第 2 回目質問） 

1) 確認検査機関名と注意事項等が指摘されていればお示し下さい。 

・確認検査機関は一般財団法人 愛知県建築住宅センターです。注 

意事項は特にありません。 

2) 雨仕舞い等の施工図の作成者と責任の所在をご説明下さい。 

・雨仕舞いに関する施工図はまだありません。施工図の作成者は工 

事請負者であり、監理者が施工図を確認し承諾します。その内容

について、市の監督職員は報告を受けます。責任の所在は、工事

請負者と監理者です。 

3) 改修範囲とその内容をご説明下さい。 

・楽田出張所の増築に係る改修と既存楽田ふれあいセンター修繕目

的での改修があるため、改修範囲は楽田ふれあいセンター建物全

体に及びます。 

（第 3 回目質問） 

1) 主な修繕内容を示して下さい。 

    ・主な修繕箇所は 1 階床コルクタイル張り替え、テラス出入口ドア 

修理、陶芸美術コーナー棚補修、外構床タイル改修などです。 

 

⑤ 構造計算書（増築箇所にドライソイルパイル（DSP）地業を採用してい 

るようですが？具体的仕様（配置や深さ・直径・本数等）及び採用理由と 

検討概要を示して下さい。増築部取り合いのエキスパンションが 50mm 

となっていますが、その根拠を説明して下さい。その他、特に重視して検 

討した内容をご説明下さい） 

  ・増築部分は杭長 2.5ｍ、φ500、1 箇所につき 4 本。DSP 工法は小さ  

   い機械で施工が可能であり、今回のように工事範囲が狭い場合に適し

ています。また、湿式とは異なり、水で現場が汚れません。ボーリン

グによる事前調査により土質を把握しセメント配合量を決定してい

ます。 

増築部エキスパンションについては、50 ㎜は非構造部材(2 次部材)で 

す。構造体は 100 ㎜のエキスパンションを採用しています。これは構 

造計算により、既存建物の変位が 60 ㎜程度、増築部分の変位が 20 ㎜ 

程度、安全を考慮し 80 ㎜＜100 ㎜を採用しています。 

 

（第 2 回目質問） 

1) 旧建物の基礎形式はどのような基礎ですか？ 

・ラップルコンクリートです。 
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2) 増築部の基礎で地盤改良を必要とした理由をご説明下さい。 

・ボーリング調査により支持地盤が深度 2.7ｍ程度にあることが判

明したため柱状改良が必要となりました。 

3) 地盤改良費用はどの程度ですか？ 

・楽田出張所の増築部分について、予定価格の直接工事費ベースで

420,201 円です。 

4) 建物変位の予測根拠を示して下さい。 

・構造計算書のうち、建物変位に関する箇所を抜粋し添付します。 

添付② 

（第 3 回目質問） 

1) 変位に関する添付資料を分かりやすく説明して下さい（例えば、新 

旧建物の取り合い部の地震や風による間隔の変形量とその変位に対 

する対応策） 

・既存部分は鉄骨造なので、層間変位角を 1/120 以下として、設計

されています。よって、既存部分の最大変位量は、建築物の高さ

×層間変位角で求められます。6700／120＝55.8 ㎜ 

増築部分は風圧力より地震力のほうが大きいため、地震力による

変位量を構造計算により算出しています。1 階 2 階ｘ方向ｙ方向

のうち最大値は 5.66+7.71＝13.37 ㎜です。 

増築部と既設部が構造上別となるように、100 ㎜エキスパンショ

ンを採用しています。 

また、1 階既存部に設ける階段は、増築部に架けるように計画し

ています。 

⑥ 設計内訳書（コスト縮減工種等のコスト削減項目と内容を記入して下さ 

い。） 

  ・設計当初から必要最小限の内容であるため、コスト縮減や削減につい

て、特段検討していません。 

 

⑦ 特記仕様または施工条件明示（工事発注上の注意事項や基本方針、特に 

設計で重視する管理項目を記入して下さい。） 

  ・楽田ふれあいセンターは 24 時間開館している施設であるため、施設

の利用者や利用状況に支障が無いように、十分な調整を行い工事を行

う必要があります。仮設計画にて工事範囲と一般利用の範囲を分ける

ため囲いを設けて区画しています。 

（第 2 回目質問） 

1) 仮設計画の具体的な範囲分けをご説明下さい。 
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・工事範囲と一般利用者の範囲について、屋外は仮囲いで区画し、

屋内は仮間仕切りで区画しています。仮設図面を添付します。 

添付③ 

2) 監理業務は何方が行なっていますか？ 

・株式会社Ｙ．加藤建築設計事務所です。 

3) 設計で重視する品質について管理項目を示して下さい。 

・設計では、意匠に関する項目の品質について重視しており、外部

の仕上げ材（タイル）の色味や材質について、モックアップを作

成した上で既存部分と調和するよう比較検討を十分行い、今後決

定する予定です。 

（第 3回目質問） 

1) タイル仕上げ部分の位置や施工面積 

・出張所増築部 1 階外壁を小口タイル張としています。施工面積は

32.1 ㎡です。 

2) 施工品質の着目点（剥離・剥落事故対応？） 

・タイル割付、目地の色と深さについて意匠に関すること及び、剥

離・ 剥落に対しては、引っ張り試験を予定しています。 

 

⑧ 設計変更の有無（事前調査結果と異なる箇所・数量等があれば明示し、 

その設計・工事費への反映策等があれば示して下さい。） 

    ・これまでに、設計変更はありません。 

 

（３） 積算について 

① 積算とその根拠（改修範囲・新築範囲の数量の拾い出し方、その数量の 

妥当性のチェック方法等を記入して下さい。） 

  ・積算は公共建築工事積算基準を基に行っています。数量の妥当性につ  

   いては、図面と照合し設計書の数量の異常値が無いかチェックしてい

ます。 

新築範囲・改修範囲は増築に伴い新設される部分とそれ以外で区分け   

しました。 

 

（第 2 回目質問） 

1) 改修部の工事概要をご説明下さい。 

・既存楽田ふれあいセンターの展示コーナーを楽田出張所の事務室

に改修し、階段を設けます。また、展示コーナーの吹き抜け部分

に天井を設けます。更に、北側のカーテンウォールを撤去し、増
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築部分と一体的に利用できるようにします。 

2) 新築範囲・改修範囲の積算概要をご説明下さい。 

・各工種について全体数量を拾い、その中で新築範囲と改修範囲の

主要な材料等それぞれについて、数量を拾っています。 

 

② 単価とその根拠（県や市の単価基準、建設物価、コスト情報、内訳書の 

分析等々の市場価格の把握努力、特殊工事の見積を記入して下さい） 

  ・建設物価等の刊行物、三者見積もりによる単価を採用しています。 

 

（第 2 回目質問） 

1) 物価上昇対応策があればご説明下さい。 

・1 度目の入札にて不調となったため、入札参加者へ聞き取りを行

い、物価上昇や工期について確認しました。また、刊行物により

市場単価を再確認し、今後の動向も考慮した上で、三者見積もり

による最低価格ではなく、三者の平均価格を採用し、再度予定価

格を設定しました。 

（第 3 回目質問） 

1) 不調となった理由は予定価格が少なかったためのようですが、どの 

程度少なかったのですか？ 

・2千万円程度です。 

2) また今後の予定価格設定上の課題と対策を示して下さい。 

・物価上昇が著しく、建築工事の各工種や電気、機械設備それぞれ

について動向が異なり把握が難しいことが、課題です。設計時に

市場価格の動向について、設計者を通じて工事業者等へ聞き取り

を行い適正な単価設定に努めています。 

 

③ 設計価格（価格の妥当性の検討とその評価方法、ユニットプライス方式 

や合見積もり収集等によるチェックの仕方を記入して下さい） 

  ・増築部分については、積算結果に基づく㎡単価と一般的な㎡単価を比    

    較し、大きく乖離していたため、何度か積算の見直しを行いました。 

 

（第 2 回目質問） 

1) 改修部の設計価格の妥当性の評価法について説明して下さい。 

・見積もり単価については刊行物の類似の単価と比較しながら妥当 

性を評価しました。 

2) 積算の見直しは誰が行いましたか、また見直し結果をご説明下さい。 
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・設計書の内容を市の職員がチェックし、設計者が見直しました。

二重計上されている部分の見直しにより予定価格は下がりました。 

 

（４） 契約について 

① 入札の経緯（指名競争入札又は一般競争入札、落札までの経緯、請負金 

額、落札率、談合等の不正のチェック方法、入札各社の内訳把握状況等を 

記入して下さい） 

  ・入札方法：一般競争入札(電子入札) 

落札までの経緯： 

入札公告           R4.6.27 

参加申込書の提出       R4.6.27～R4.7.7 

設計図書等に対する質問受付  R4.6.27～R4.7.7 

質問に対する回答       R4.7.11 

入札書等の提出受付       R4.7.13～R4.7.14 

開札日時           R4.7.15 

契約金額：98,230,000 円(税込み)、落札率：92.5％ 

談合等の不正のチェック方法：特になし 

内訳把握状況：積算内訳書の提出により確認 

 

（第 2 回目質問） 

1) 参加者数は、落札理由は？ 

    ・入札参加者数は３者で、入札金額が一番低い業者を選定 

2) 内訳書は各社から提出されましたか？ 

    ・入札書と併せて、各社より提出されています。 

（第 3 回目質問） 

1) ３者の内訳書はどの程度詳細なものですか？（当日書類で説明して 

下さい） 

・２社については、建築工事、電気設備工事、給排水衛生設備工事

に分けて記載しており、他の１社については、楽田出張所増築工

事、消防団第５分団車庫工事、ふれあいセンター改修工事に分け

て記載されています。（当日、書類をお見せします。） 

2) 各社の比較からどの部分の価格に違いがありますか？ 

・条件が異なるため、比較はできません。 
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② 契約書類一式の整備状況（揃っている書類は○印を記入して下さい） 

①現場説明記録 

【〇】②質疑回答記録（特に重要な質疑・回答内容を記して下さい） 

【回答】1 件： 

質問：防災倉庫窓の位置について、支柱固定のため変更となっても

よいか。 

回答：支障なし 

【〇】③契約書（推移契約の場合はその理由書） 

④内訳書 

⑤その他（JV 協定書等整備されている書類があれば記入して下さ

い） 

 

2.2 着工後書類調査 

（１） 諸届と保険類（整備されている書類は○印をして下さい） 

①前払金の保証証書 

②公共工事履行保証証券 

【〇】③賠償責任保険への加入（1,000 万円/1 事故） 

【〇】④建設工事保険 

【〇】⑤火災保険 

【〇】⑥建設業退職金共済掛金収納書 

【〇】⑦下請負通知書 

【〇】⑧着工届 

⑨完成届 

【〇】⑩現場代理人届 

⑪承諾書 

⑫監理技術者（氏名と資格は何か） 

【〇】⑬監理及び管理工程表 

⑭その他（整備されているものがあれば記入して下さい） 

 

（２） 監督及び監理関係書類（揃っている書類は○印して下さい） 

【〇】①監督員通知書 

【〇】②監理関係書類 

【〇】③監理（監督）分掌区分表 

【〇】④監督者の重点管理項目（品質・コスト・工期・安全・環境等の優 

先順位とその具体的内容について記して下さい） 

楽田ふれあいセンターは 24 時間開館している施設であるため、施 
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設利用者や関係者の安全確保を最優先としています。 

 

（第 2 回目質問） 

1) 監督官として品質で重要視している工事種目を上位から３位まで 

 リストアップし、その品質の具体的な管理項目・基準を示して下さい。 

・①基礎や躯体の構造に関わる工種②仕上げ③屋根鈑金 

特記仕様者や標準仕様書、施工計画書の品質管理項目に基づき規格

や寸法の確認（計測、目視、写真記録）、立ち合い、検査を行い管

理しています。 

（第 3 回目質問） 

1) 基礎や躯体の構造品質について何を重要な管理項目にしています 

か？ 

・基礎鉄筋（径、間隔、かぶり、接手長さ、定着長さ） 

躯体鉄骨（鋼材寸法、溶接、錆止め塗料） 

2) また、上記の管理基準値を示して下さい。 

・基礎鉄筋施工計画書より該当箇所抜粋 質問３添付⑪ 

躯体鉄骨施工計画書より自主管理票  質問３添付⑫ 

 

（３） 施工計画書（管理方針、施工体制、工程、安全対策、環境対策、品

質管理項目、品質管理指標と管理基準等々の状況を記入して下さい。

また、施工計画書が整備されている工事に○印をして下さい） 

 ・工事概要、受注者組織表、現場組織表、現場運営、施工方針、工程管

理、品質管理、安全管理、緊急時の体制及び対応、交通管理、環境管

理、総合仮設計画、一般共通事項、設計照査、着手前調査 

【〇】①総合施工計画（監督方針の反映状況、仮設計画の妥当性等） 

【〇】②土工事 

【〇】③コンクリート工事 

【〇】④鉄筋工事 

【〇】⑤型枠工事 

【〇】⑥鉄骨工事 

⑦仕上げ工事 

【〇】⑧その他（施工計画書が揃っているものを記入して下さい） 

    仮設、解体、柱状改良、組立、電気設備 
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（第 2回目質問） 

1) 作業所長の管理（安全・品質・工期・コスト・環境等）の優先順位を 

示して下さい。 

・①安全②品質③工期④環境⑤コストの順です。 

2) 所長の品質の優先順位と管理方法を示して下さい。 

・①増築部の雨仕舞い②構造③仕上げの順であり、施工計画書のとお

り管理しています。 

（第 3回目質問） 

1) 雨仕舞いの具体的な品質管理項目と管理基準を示して下さい。 

・現時点で施工計画書未作成なので、まだ決定していませんが、水

切りや水返し、シーリングについて、雨水の侵入を防ぐための項

目について、今後決定する予定です。管理基準については、基本

的には公共建築工事標準仕様書のとおりです。 

2) 仕上げの主要管理項目と基準を示して下さい。 

    ・現時点で施工計画書未作成なので、未だ決定していません。 

 

 

（４） 使用材料届け並びに承認願い（提出されている承認願い・承諾書の    

リストを記入して下さい） 

   ・コンクリート、鉄筋、砕石、電気材料、セメント固化材 

 

（５） 施工管理資料の整備状況（整備されている資料に○印をし、内容等

を記して下さい） 

【〇】①工事写真（竣工後目視確認できない品質の証拠写真：例えば配筋 

状況や鉄筋の被り厚さ等） 

     防災倉庫基礎（配筋・型枠・かぶり厚さ） 

【〇】②定例報告（月報、週報等） 

    週 1 回の打合せ記録 

 

（第 2回目質問） 

1) 指示・報告・承認等はどのような形で実施されていますか？ 

・指示・報告・承認が必要な場合は、主に定例打合せにて行い、書類

にて確認できるように、記録を残しています。 

2) 定例会議で主な指示をしているのであれば、その状況を示す議事録 

 を例示下さい。 

・議事録を添付します。添付④ 
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3) 指示書等によっている場合も例示下さい。 

・指示書を添付します。添付⑤ 

4) 鉄筋の被り厚さが確保できている証拠写真があれば示して下さい。 

・防災倉庫基礎について写真を添付します。添付⑥ 

5) その他、竣工後は確認できない部位の品質が確認できる資料があれ 

 ば例示下さい。 

・現時点で、上記以外は特にありません。 

 

③出来形検査結果（検査した工事リストを記入して下さい） 

【〇】④品質の各種試験結果（コンクリート、鉄筋ミルシート、鉄筋圧接、 

鉄骨溶接、その他整備されているものをリストアップして下さい） 

鉄筋ミルシート、倉庫鋼鉄板ミルシート、コンクリート圧縮試験 

結果） 

⑤産業廃棄物処分計画（収集方法、運搬経路、再利用計画、処分地 

の調査、マニュフェスト類の整備状況等を記入して下さい） 

⑥残土処分関係書類 

⑦その他（施工管理資料で整備されているものをリストアップして 

下さい） 

 

 

（６） 施工報告書の充実度（整備されている報告書のリストアップして下

さい） 

・定例打合せを週 1 回行い、工程報告（打合せ簿、工程表）のほか、 

 現場確認の上、協議、承諾等の事項を工事監理記録簿で市へ提出さ 

せています。 

（第 2回目質問） 

1) 工事監理記録簿を例示して下さい。 

・工事監理記録簿を添付します。添付⑦ 

2) 地盤改良の品質確保状況を示す記録があれば例示下さい。 

・柱状改良については施工計画書どおりに施工されているか、監理者 

の立ち合いのもと施工しました。試験結果はまだ出ていません。 

（第 3回目質問） 

1) 施工報告書が提出されていれば、調査当日内容を説明して下さい。 

・当日、説明します。 

（７） 安全衛生管理 

① 計画書及び組織図（監督者として重視・指示した安全活動内容） 
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・計画書及び組織図（監督者として重視・指示した安全活動内容） 

② 労働基準監督署への届出及び報告（整備されている書類リスト） 

・なし 

   ③  安全管理活動記録 

     ・月 1 回の災害防止協議会の実施 

④  その他（整備されている資料を記入して下さい） 

     ・なし 

 

（８） 監督員記録の整備状況（揃っている資料は○印して下さい） 

① 指示・報告・承認のルール（定例会議等の議事録の整備状況：定 

例会議が主な指示・報告・承認の場所であれば、その状況が分か 

る代表事例を示して下さい） 

② 指示書 

③ 承認書 

④ 試験検査事項 

⑤ その他（監督員報告書類） 

   ・基本的には公共建築工事標準仕様書に則しています。①②③④につ 

いて、定例会議事録、及び工事監理記録簿に記載してあります。 

10/12 定例打合せにて、工程報告の上、型枠配筋検査日決定、10/26 

検査実施合格。 

3. 施工状況調査 

（１） 工事施工状況 

① 施工状態（整理整頓、品質管理） 

  ・施工計画書による品質管理チェックシートによる管理 

（第 2 回目質問） 

1) 品質管理チェックシートを例示下さい。 

・添付します。添付⑧ 

② 出来栄え（躯体、仕上げ、外構） 

  ・該当なし 

③ 標識掲示（施工体制、管理者は規則通り掲示されているか） 

  ・見やすい箇所の仮囲いへ掲示 

 

（２） 安全管理（具体的に活動状況を記入して下さい） 

① 第三者安全 

  ・作業エリアの仮囲いによる区画、立ち入り禁止看板設置 
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② 表示 

  ・各所安全看板設置（立入禁止、保護具着用、整理整頓） 

③ 教育 

  ・朝礼、昼例、新規入場者教育 

④ 装具装着 

  ・ヘルメットや安全帯の使用  

⑤ その他（KYK やヒヤリハット活動等の安全活動状況を記入して下さい） 

  ・朝礼後全員参加による KYK の実施 

 

（３） 工程管理（現在の進捗率、遅れている場合はその理由と対策を記入

して下さい） 

・令和 4 年 11 月 25 日時点の進捗率は 6.5％。 

天候や工事の順番に関する調整のため遅れていますが、工期には影

響なし。 

（第 2回目質問） 

1) 工程表と実施状況を示して下さい。 

    ・添付します。添付⑨ 

 

（４） その他 

竣工後のスムーズな運営への対応（各種メンテナンスマニュアル類、

緊急対応、協力体制等々の資料の整備予定を記入して下さい） 

・引き渡し書類として、各種取扱い説明書・保証書等を作成する予定。 

 併せて、定例打合せ会を通じて施設管理者及び関係者と協議を行い、 

整備していきます。 



 犬山市は、国宝犬山城とその城下町をはじめ、東之宮古墳や青塚古墳に代表される古墳など、連綿と伝えられてきた伝統文化と

古い歴史を持つまちです。木曽川の清流や市域の半分を占める東部丘陵に代表される豊かな自然を身近に感じることができるまちで

あり、地域によってさまざまな表情を持った景観が存在します。 これら犬山らしい景観を維持向上させるために、犬山市では平成５年

に都市景観基本計画を策定して景観づくりに取り組んできました。平成１６年６ 月に、わが国ではじめての景観に関する総合的な法律

である『景観法』が制定され、これまでの地方公共団体による景観に対する取組みに、法律的な位置づけを持たせ、強制力を含めた

より実効性のある仕組みを加えることができるようになりました。犬山市は、景観法を有効に活用しながら、一層魅力ある景観づくりに

取り組んでいくために、平成２０年に、景観法に基づく景観計画を策定しました。この冊子は、その概要を示したものです。  
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 「景観計画の区域」とは、景観法に基づく景観計画を定めることができる範囲を言います。 

 犬山市では、市内の全ての地域が美しく、それぞれの地区の住民が将来にわたって住み続けたいと思えるようなま

ちになることを目指して、犬山市全域を「景観計画の区域」とします。 

１ ． 景観 計画 の 区域  

２．景観づくりのルール（建築物） 

※１ 「低彩度」：マンセル表色系で、Ｒ（赤）及びＹＲ（黄赤）系の色彩は彩度を６以下、Ｙ（黄）系の色彩は彩度を４以下、また、その他の色彩は、彩度を概ね２以下と

し、周囲の歴史的な建築物が有する色彩と調和したもの。ただし、漆喰などの地域の歴史文化を色濃く表す素材や意匠などを用いる場合はこの限りではない。 

 目標景観像や３つの基本目標を達成していくために、次のような地域及びゾーンで、それぞれ建築物等に関する

「景観づくりのルール」を定めています。 

 届出対象行為（建築物の新築、増築、改築若しくは移転、外観を変更することとなる修繕若しくは模様替えまたは色彩の変更）のうち、届出基準に示

す基準（規模）以上の建築物は届出が必要です。届出の手順に沿って届出を行ってください。 

 また、国定公園の区域内で許可を受けて行う行為や、地区計画の区域内で建築物を建築するなど、「届出の適用除外」に位置づけられている行為は、

それぞれの関係法令に基づく基準に従うものとします。 

壁面位置
・まちなみの連続性を崩さないよう、壁面の位置を道路境界線または隣接する建築物の壁面位置

　にそろえる

屋根 ・勾配屋根、切妻平入り、日本瓦葺き(黒色・銀鼠色)とする

外壁
・漆喰塗り、漆喰調、下見板張り等又は木目調仕上げとする

・基調(各面概ね2/3以上を目安とする面積)となる色は、落ち着いた低彩度
※１

のものを用いる

建具
・外壁や周囲の建築物と調和した色や素材の建具枠を用いる

・開口部には格子を用いる

門・塀
・建築物を道路境界から後退させて建築する場合は、道路に面する部分に周囲の建築物と調和し

　た板塀などを設ける

設備機器
・空調の室外機等は、道路等から見えない位置に設ける

　やむを得ず設ける場合は、格子等で覆い、周囲の景観を阻害しないよう配慮する

・また、給水管、ダクト等は道路から見える外壁面に露出しないよう配慮する

駐車場
・建築物の前面に駐車場を設けない

　やむを得ず設ける場合は、格子戸や板塀を設けるなどして、まちなみの連続性を崩さないよう

　配慮する

壁面位置
・まちなみの連続性を崩さないよう、壁面の位置を道路境界線又は隣接する建築物の壁面位置に

　そろえる

屋根 ・１階の軒や最上階等の庇に勾配の飾り屋根を設ける

外壁 ・まちなみの連続性、統一性を崩さない形態・意匠とし、周囲の建築物と調和した色とする

設備機器
・空調の室外機等は、道路等から見えない位置に設ける

　やむを得ず設ける場合は、格子等で覆い周囲の景観を阻害しないよう配慮する

　また、給水管、ダクト等は道路から見える外壁面に露出しないよう配慮する

屋根 ・勾配屋根とする、または1階軒や最上階等の庇に勾配の飾り屋根を設ける

外壁 ・周囲の建築物又は犬山城やその周囲の自然景観に調和した色とする

設備機器
・空調の室外機等は、道路等から見えない位置に設ける

　やむを得ず設ける場合は、格子等で覆い、周囲の景観を阻害しないよう配慮する

・また、給水管、ダクト等は道路から見える外壁面に露出しないよう配慮する

緑化
・木曽川沿いの道路に接する場所では、木曽川側の敷地境界と建築物との境界部分は、緑化に配

　慮する

屋根
外壁

・彩度を抑えるなどして落ち着いた色を用い、周囲の景観との調和に配慮する

・仕上げ材は耐久性や対汚性に優れたものを用いる

設備機器
・空調の室外機等は、道路等から見えない位置に設ける

　やむを得ず設ける場合は、目隠し板などで覆い、周囲の景観との調和に配慮する

・また、給水管、ダクトなどは、道路から見える外壁面に露出しないよう配慮する

緑化
・敷地入口付近での緑化に努める

・工業系の建築物においては、敷地内及び敷地外周での緑化に努め、豊かな緑の空間を創出する

駐車場
・工業系の建築物に付属する駐車場は、通りから見えにくい位置に設ける

　やむを得ず通りから見える位置に設置する場合は、駐車場の外周等で緑化等する

・立体駐車場の場合は、建築物の形態・意匠との調和に配慮する

屋根
外壁

・彩度を抑えるなどして落ち着いた色を用い、周囲の景観との調和に配慮する

・仕上げ材は耐久性や対汚性に優れたものを用いる

設備機器
・空調の室外機等は、道路等から見えない位置に設ける。やむを得ず設ける場合は、格子等で覆

　い周囲の景観を阻害しないよう配慮する

・また、給水管、ダクト等は道路から見える外壁面に露出しないよう配慮する

1.

栗栖裾野ｿﾞｰﾝ
10ｍ 屋根

・勾配屋根とするよう努める

・彩度を抑えるなどして落ち着いた色を用い、周囲の景観との調和に配慮する

建築面積150㎡以上

または高さ８ｍ以上

もしくは３階建以上

の建築物

2.栗栖集落ｿﾞｰﾝ 13ｍ 外壁 ・彩度を抑えるなどして落ち着いた色を用い、周囲の自然景観との調和に配慮する

設備機器
・空調の室外機等は、道路等から見えない位置に設ける

　やむを得ず設ける場合は、目隠し板などで覆い、周囲の景観との調和に配慮する

・また、給水管、ダクトなどは、道路から見える外壁面に露出しないよう配慮する

緑化
・前面道路との境界には生垣を設けるなど、緑化に努める
・周囲の自然景観との調和に配慮して、敷地内に中高木を植栽する

③

東

部

丘

陵

・

里

山

地

域

建築面積200㎡以上

または高さ10ｍ以上

もしくは４階建以上

の建築物

3.

東部丘陵ｿﾞｰﾝ
－

②

市

街

地

地

域

1.

市街地ｿﾞｰﾝ
－

建築面積500㎡以上

または高さ15ｍ以上

もしくは６階建以上

の建築物

2.

田園集落ｿﾞｰﾝ
－

①

犬

山

城

周

辺

地

域

1.

城下町ｿﾞｰﾝ
13ｍ 全ての建築物

2.

駅西･商業ｿﾞｰﾝ
31ｍ

建築面積300㎡以上

または高さ12ｍ以上

もしくは５階建以上

の建築物

3.

木曽川河畔ｿﾞｰﾝ
20ｍ

地域・ゾーン
景観づくりのルール

届出基準建築物の

最高高さ 形態・意匠

添付①



 

 

マ
ン
セ
ル
表
色
系 

５Ｒ（彩度６以下） 

【赤系】 

５ＹＲ（彩度６以下） 

【黄赤系】 

５Ｙ（彩度４以下） 

【黄系】 

その他の色（例：５Ｂ） 

（彩度概ね２以下） 

【青系】 

図：景観計画区域内の地域を構成するゾーン 

※建築基準法等により定められた高さの最高限度がルールに示 

 す内容よりも小さい場合は、その制限に従うものとします。 

添付①



〔工作物〕〔工作物〕〔工作物〕   〔その他の行為〕〔その他の行為〕〔その他の行為〕   

届出の手順届出の手順届出の手順   

３．景観づくりのルール（建築物以外）３．景観づくりのルール（建築物以外）３．景観づくりのルール（建築物以外）   

問い合わせ先 犬山市役所 都市整備部 都市計画建築課  〒484-8501 愛知県犬山市大字犬山字東畑36                          

TEL  0568-61-1800（代表）                         

建築等の計画 事前相談
景観計画区域
内行為届出書
の届出

行為の着手 行為の完了

犬山市

都市計画建築課

犬山市

都市計画建築課
景観アドバイザー

協議 届出 助言・指導

相談

相談

行為（工事着手日）の30日前までに

「行為届出書」を届出 

種別 項目 景観づくりのルール

位 置

・周囲の建築物やまちなみ、樹林や田園の
　自然資源等の状況に十分配慮し、良好な
　景観の連続性やまとまりを損ねることの
　ないように努める。

形 態

・工作物本来の機能を損ねることのない範
　囲で、周囲の景観との調和に配慮する。
・建築物と一体に建設を行う場合は、建築
　物本体 の形態や意匠に合わせる。
・擁壁は、威圧感や圧迫感を軽減するよ
　う、緑化や 形態に工夫を凝らす。

素 材
・地域で育まれた歴史や文化などに由来す
　る素材を用いるよう努める。
・退色しにくい素材を用いる。

色 彩

・周囲の建築物やまちなみ、樹林や田園の
　自然資源などとの調和に配慮した色彩と
　し、突出した色彩や不調和な色彩は避け
　るようにする。

工作物
項目

位 置
形 態

環 境

位 置
形 態

緑 化

位 置
形 態

遮 蔽

緑 化

位 置
形 態

遮 蔽

・生物多様性の保全に配慮した行為
　となるよう努める。

・採取面積が
 3,000㎡以上のもの
・高さ５ｍ以上の
 法面が生じるもの

・必要に応じて周囲の景観に配慮し
　た遮蔽板の設置や生垣を設けて採
　取などの行為が周囲から容易に望
　見できないようにする。ただし、
　埋め戻しの際には、外部から産業
　廃棄物などの混入を監視できるよ
　う工夫する。

・稜線や山腹などの眺望景観上重要
　な部分においては、既存の地形や
　樹木の保全に努める。
・行為の結果生じた法面は積極的に
　緑化し、周囲の景観との調和を図
　る。

種別
景観づくりのルール

届出基準
内　　　　　容

木竹の伐採
又は植栽

・周囲の自然景観との調和に配慮し
　て、伐採が必要最小限となるよう
　努める。
・遠方からの眺めにおいて、緑の連
　続がなくならないよう努める。

伐採面積が
3,000㎡以上のもの

屋外におけ
る土石、廃
棄物、再生
資源、その
他の物件の
堆積

・道路や公園などの公共空間から望
　見できない位置および規模となる
　よう配置する。

・堆積面積が100㎡
 以上となるもの
・堆積の高さが５ｍ
 以上となるもの
 上記のいずれかに
該当し、かつ60日以
上継続して堆積する
もの

・道路や公園などの公共空間から容
　易に望見できないように、敷地の
　周囲に形態意匠に配慮した塀や周
　囲の自然景観やまちなみに調和し
　た植栽で遮蔽する。

開発行為 ・現況の地形を可能な限り生かし、
　巨大な法面や擁壁が生じないよう
　に配慮する。やむを得ず生じる場
　合は、法面や擁壁を分割するか、
　または緑化等を図るなどして、周
　囲に威圧感や圧迫感を与えないよ
　う工夫する。

開発区域面積が1500
㎡以上のもの

・行為の結果生じた法面や敷地の外
　周などは積極的に緑化し、周囲の
　景観との調和を図る。
・敷地内にシンボルとなる樹木など
　がある場合は、それらの資源を極
　力保全し、また生かした開発を行
　うよう努める。
・生物多様性の環境に配慮した緑化
　に心がける。

土石の採取
及び鉱物の
採掘

・採取および採掘の行為が周囲から
　容易に望見できないよう、採取位
　置や採取方法などの工夫する。

届出基準

・高さが５ｍを超えるもの

・高さが15ｍを超えるもの

・高さが15ｍを超えるもの
・建築物と一体となって設置される場合
　は、その高さが5ｍを超え、当該建築
　物の高さとの合計が15ｍを超えるもの

・高さが15ｍを超えるもの

・高さが15ｍを超えるもの
・建築物と一体となって設置される場合
 は、その高さが5ｍを超え、当該建築物
 の高さとの合計が15ｍを超えるもの

・高さが20ｍを超えるもの

・高さが5ｍを超えるもの

・幅員が4ｍを超えるもの
・延長が10ｍを超えるもの

鉄筋コンクリート造の柱、鉄柱、木柱その
他これらに類するもの

高架鉄道、高架道路その他これらに類する
もの

橋梁その他これに類するもの

※工作物の高さとは地盤面から最高部までの高さをいう。なお、建築物の屋上に設
置される場合の工作物の高さは、建築物の屋上から最高部までをいう。

工作物の種類

擁壁、護岸その他これらに類するもの

煙突その他これらに類するもの

装飾塔、物見塔、高架水槽その他これらに
類するもの

観覧車、飛行塔、コースター、メリーゴーラ
ウンドなどの遊戯施設

コンクリートプラント、アスファルトプラント、
クラッシャープラント、その他これらに類する
製造施設、自動車車庫の用途に供する立
体的な施設、石油、ガス、液化石油ガス、
穀物、飼料等の貯蔵施設、汚水・汚物処
理施設、ごみ処理施設等の処理施設
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0％出来高予想
出来高実績

3.6％ 29.2％ 89.0％ 94.1％ 100％1.1％

100％

50％

9.4％ 46.3％ 67.1％

3.6％1.1％0％ 10.4％ 17.3％
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 楽田ふれあいセンターへの移転についてのご意見に対する考え方 

 
その他 皆様から寄せられたご意見（要約） 

･･ひとりの方から頂いた複数のご意見も掲載しています･･ 

楽田出張所及び消防団第５分団車庫の
移転について（第 2 号） 

・「施設が手狭になり利用者が不便になるのではないか」 

→ 利用度が低い機能を含め、施設全体として再検討する必要があると考えます。 

・「個人情報は大丈夫か」などの意見や新施設を求める意見 

→ 他の用途とは、完全に区画します。なお、新出張所として、敷地内での別棟増築は、駐車場の減少など

の点から難しいと考えています。（現施設の改装を予定しています。） 

・「もう少し詳しい内容を示して欲しい」「内部のみの改修か増改築まで計画されるのか」などの意見 

→ 出張所としてどれくらいのスペースが必要なのか、イメージしていだだくため、計画案を２つ掲載しま

したが、分団車庫を含めての配置計画や平面計画については、施設（ふれあいセンター）全体として再検

討します。 

既設配置平面図 

《注》この配置図

及び平面図は、イ

メージとして描い

たものです。 

改修配置平面図（案２） 改修配置平面図（案１） 

～ 皆様へ ～ 
 

これまで、利用者アンケートや町会長
会、さらに昨年12月 15日号広報に
合わせた町内回覧を通じて、色々なご
意見をいただきましたので、追加で資
料を作成しました。 

〇2つのものが移ってきた場合の現在と将来にお

ける機能、活用内容に関する評価を知りたい。 

〇消防団車庫の移転には疑問、もし車庫が移転さ

れるなら動線を別にすることが必須です。 

〇出張所機能の移転により、現在の出張所よりも

使いやすくなる。 

〇出張所がふれあいセンターの中に入ることは

反対、別で作ればよい。 

〇移転に賛成。町内会にも説明済。 

〇センターは現在でも駐車場がいっぱい、出張所

が移転して大丈夫か。 

〇楽田地区でも出張所から遠くの地区の方の声

などを聞くべきではないか。 

〇移転に大賛成（市関係が１か所で済む） 

〇移転計画も良いが、長い目で 

見たときに単純、短期的に考 

えた結果「移転する」という 

計画は納得いかない。 

〇移転により、現在の出張所よ 

りも使いやすくなる。 

          など 

2018.2. 
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